
 

 

中電武豊火力発電所の尾崎隆所長らと意見交換

する武田参院議員、市田議員秘書、梶田武豊町議 

竹内恒夫名古屋大学教授、中部環境を考える

会の宇佐美大司代表世話人などと懇談する

梶田武田町議、武田参院議員等（名古屋市内） 

リ
プ
レ
ー
ス
と
呼
べ
る
の
か 

武
田
良
介
参
院
議
員
ら
国
会
議
員

団
は
、
13
日
、
中
部
電
力
武
豊
火
力
発

電
所
に
立
ち
入
り
、
同
発
電
所
が
こ
れ

ま
で
の
石
油
を
燃
料
と
す
る
火
力
発

電
か
ら
石
炭
を
燃
料
と
す
る
火
力
発

電
へ
の
発
電
設
備
リ
プ
レ
ー
ス
（
交
換

や
更
新
の
意
味
）
計
画
に
つ
い
て
視
察

し
ま
し
た
。 

中
部
電
力
武
豊
火
力
発
電
所
で
は
、

石
油
を
燃
料
に
火
力
発
電
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
度
、
さ
ら
に
海
を
埋
め

立
て
、
石
炭
に
よ
る
火
力
発
電
所
の
建

設
を
計
画
。
現
在
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

の
手
続
き
中
で
す
。 
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安
倍
政
権
は
、
２
０
１
４
年
に
閣

議
決
定
し
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
」
で
石
炭
を
原
発
と
並
ん
で
「
重

要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
」
と
位
置

づ
け
、
石
炭
火
力
発
電
所
の
建
設
を

全
国
で
推
進
し
て
い
ま
す
。 

中
部
電
力
は
、
新
規
建
設
で
は
な

く
、
最
新
型
の
環
境
影
響
の
少
な
い

石
炭
へ
の
リ
プ
レ
ー
ス
な
の
だ
と
説

明
し
ま
す
が
、
現
在
動
い
て
い
な
い

も
の
を
作
る
こ
と
を
リ
プ
レ
ー
ス
と

呼
べ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 温
室
ガ
ス
・
環
境
負
荷
増
大 

石
油
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ
よ
り
、
二
酸
化
炭

素
を
大
量
に
排
出
す
る
石
炭
火
力

は
、
昨
年
の
パ
リ
協
定
で
示
さ
れ
た

今
世
紀
後
半
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
ゼ
ロ
を
目
指
す
方
向
や
国
際

的
な
脱
炭
素
の
流
れ
に
対
す
る
明
ら

か
な
逆
行
で
す
。 

二
酸
化
炭
素
は
、
２
０
０
万
ト
ン

増
加
す
る
と
、
中
電
自
身
が
認
め
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
中
電
は
、
石
油

や
太
陽
、
原
発
な
ど
、
多
彩
な
電
源

で
安
定
供
給
を
維
持
す
る
と
と
も

に
、
経
済
的
に
考
え
て
石
炭
が
必
要

と
説
明
。 

二
酸
化
炭
素
の
他
に
も
大
気
汚
染

専
門
家
か
ら
疑
問
の
声
次
々 

武
田
氏
ら
は
、
武
豊
火
力
発
電
所
視

察
後
に
「
中
部
の
環
境
を
考
え
る
会
」

の
宇
佐
美
大
司
代
表
世
話
人
、
竹
内
恒

夫
名
古
屋
大
学
教
授
、
中
川
武
夫
中
京

大
学
名
誉
教
授
ら
と
懇
談
。 

石
油
火
力
か
ら
石
炭
火
力
へ
の
移
行

に
と
も
な
う
環
境
へ
の
影
響
、
懸
念
や

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
次
々

と
疑
問
の
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

「
撤
去
工
事
の
ア
セ
ス
を
せ
ず
、
建
設

工
事
の
ア
セ
ス
文
書
が
閲
覧
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
」「
温
排
水
の
影
響
は
少
な

い
と
い
う
が
、
す
で
に
碧
南
石
炭
火
力

で
海
水
温
が
３
℃
上
昇
」「
太
陽
光
発
電

を
撤
去
し
て
、
新
た
に
海
を
埋
め
立
て

て
石
炭
火
力
と
す
る
の
は
脱
炭
素
か
ら

の
逆
行
で
後
退
」「
漁
業
へ
の
影
響
が
心

配
。
セ
ン
ト
レ
ア
な
ど
と
合
わ
せ
、
あ

ち
こ
ち
で
開
発
が
進
ん
で
い
る
。
環
境

よ
り
経
済
優
先
で
見
過
ご
せ
な
い
」
な

ど
、
様
々
な
問
題
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。 

世
界
的
な
温
暖
化
対
策
の
問
題
で

も
、
大
気
汚
染
と
健
康
被
害
、
海
水
汚

染
と
漁
業
に
与
え
る
影
響
な
ど
、
問
題

点
も
課
題
も
山
積
で
す
。
抜
本
的
な
見

直
し
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

視
察
と
懇
談
に
は
、
市
田
忠
義
参
院

議
員
秘
書
、
塩
川
鉄
也
衆
院
議
員
秘
書
、

梶
田
す
す
む
武
豊
町
議
も
参
加
し
ま
し

た
。 

物
質
は
多
々

あ
り
、
温
排
水

に
よ
る
海
水

温
上
昇
で
、
シ

ャ
コ
や
あ
さ

り
、
海
苔
な
ど

自
然
環
境
破

壊
が
心
配
さ

れ

ま

す

が

、

「
影
響
は
少

な
い
」
と
も
。

漁
業
者
の
実

感
と 

く
い
違

っ
て
い
ま
す
。 

 

 

これまで使われてきた石油火力発電の煙突撤去作業

を視察する武田良介参院議員（中電武豊火発敷地内） 


